
当院における問題点
１．医師不足、常勤医師の高齢化

２．地域医療の維持は必須（旧 江刺市の唯一の地域病院）

高齢化 施設多し 急性期病院からの受け入れ さらには在宅医療

５．応援体制
岩手医大、胆沢病院、金ヶ崎診療所、北上済生会病院、開業医、その他病院からの
外来診療応援、当直応援

３ ．施設老朽化 → 2023年で

環境整備の必要性

４．人口減少 → 患者減少

常勤医の確保

築 44年目

医師確保対策：奨学生医師、地域枠医師

地域医療構想を踏まえた医療計画 参画

働き方改革



院内火災 3月13日



令和 5年 2月 9日

常勤医は固定

高齢化

地域病院勤務
1～2年

奨学金医師、地域枠医師



常勤医の年齢推移

H30 R元 R2 R3 R4 R5

消化器内科
54 55 42 43 35

36
30

内科 66 67 68 69

循環器内科 58 59 60 61 62 63
外科 58
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整形外科
66
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33

68

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 63 64 65 66 67 68
地域医療科 58 59 60

泌尿器科 63 64 65 66 67 68
眼科 31 32

平均年齢（歳） 54.5 55.9 56.8 59.2 53.9 54.5
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当直医師
14人（内 応援 9人）



労働基準法

一 般       720 時間/年

2024年 4月～
医師 A水準   960 時間

B水準 1,860 時間

C水準 1,860 時間以上



奥州市の総人口数
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奥州市の人口構成

2010年 2020年

2025年（予測） 2040年 （予測）



医療介護需要予測指数（2015年実績＝100）
（地域医療情報ｼｽﾃﾑ；日本医師会）

介護

医療

2 年後

介護需要↑
奥州市



地域医療構想

人口減 → 患者減 → 空床↑

少子高齢化、疾病構造の変化

（病院 → 在宅・施設）

→ 医療資源、病床機能の見直し



総合水沢病院

まごころ病院

奥州病院

県立江刺病院
県立胆沢病院

江刺 4診療所

前沢診療所

衣川診療所
美希病院

美山病院（緩和ケア）

200床以上 200床以下

療養病床

胆江圏域の主な病院・診療所

金ヶ崎診療所

機能分担


